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一 般 質 問の し ろ 市 議 会 だ よ り 　
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中
国
木
材
の
工
業
団
地
進
出
の
経
緯

質　

能
代
市
は
中
国
木
材
株
式
会
社
と
５
月
７
日
に
新
工
場

建
設
に
向
け
た
基
本
協
定
を
締
結
し
た
が
、
何
の
予
告
も
な

く
報
告
さ
れ
た
。
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
経
緯
は
。

答　

令
和
２
年
の
秋
田
県
素
材
流
通
協
同
組
合
に
よ
る
広
島

県
本
社
工
場
の
視
察
の
際
に
、
工
場
の
進
出
条
件
が
示
さ
れ
、

そ
れ
を
受
け
、
林
業
関
係
団
体
か
ら
市
に
対
し
て
協
力
要
請

が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
同
社
や
関
係
団
体
等
と
進
出
条
件
、

課
題
等
を
整
理
し
、
３
年
３
月
の
役
員
会
で
、
能
代
工
業
団

地
へ
進
出
す
る
方
針
が
決
定
し
た
。
そ
の
後
も
同
社
等
と
協

議
を
重
ね
、
本
協
定
の
締
結
に
至
っ
た
。

能
代
・
三
種
・
男
鹿
市
沖
の
洋
上
風
力
発
電

質　

再
エ
ネ
海
域
法
に
基
づ
く
公
募
が
５
月
27
日
に
締
め
切

り
と
な
り
、
選
定
事
業
者
は
秋
ま
で
わ
か
ら
な
い
。
選
定
事

業
者
が
示
す
地
域
貢
献
は
確
約
さ
れ
る
の
か
。

答　

再
エ
ネ
海
域
利
用
法
に
基
づ
く
公
募
占
用
指
針
で
は

事
業
者
選
定
の
評
価
基
準
に
つ
い
て
、
地
域
と
の
調
整
や
事

業
の
波
及
効
果
等
の
項
目
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
市
と
し
て

は
、
事
業
者
は
国
が
定
め
た
指
針
に
基
づ
い
て
、
公
募
占
用

計
画
を
作
成
し
、
提
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
選
定
さ
れ
た

事
業
者
ま
た
は
選
定
事
業
者
の
一
般
承
継
人
等
は
、
同
計
画

に
沿
っ
て
事
業
を
遂
行
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
中
国
木
材
の
県
及
び
木
材
業
界
と
の
調
整

○
能
代
火
力
発
電
所
２
号
機
の
運
転
継
続

○
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
事
業
へ
の
市
の
負
担
割
合
は

不
妊
治
療
へ
の
対
応

質　

離
職
せ
ず
に
不
妊
治
療
と
仕
事
と
の
両
立
が
で
き
る
環

境
の
整
備
を
図
る
た
め
、
企
業
・
団
体
に
支
援
と
情
報
提
供

を
行
う
と
と
も
に
、
妊
娠
す
る
力
、
妊
娠
さ
せ
る
力
を
調
べ

る
妊に

ん
よ
う
せ
い

孕
性
検
査
に
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
配
付
の
考
え
は
。

答　

仕
事
と
不
妊
治
療
の
両
立
に
は
、
治
療
中
、
治
療
後
も

安
心
し
て
働
け
る
職
場
環
境
が
重
要
で
あ
る
。
市
で
は
現
行

の
支
援
制
度
を
事
業
者
へ
周
知
す
る
と
と
も
に
、
国
や
県
に

対
し
、
両
立
が
可
能
と
な
る
制
度
設
計
を
要
望
し
て
い
く
。

ま
た
、
不
妊
、
不
育
で
悩
ん
で
い
る
方
は
少
な
く
な
い
と
思

わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
妊
娠
を
希
望
す
る
方
へ
の
支
援
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

奨
学
金
返
還
支
援
制
度
で
若
者
支
援

質　

国
は
「
あ
な
た
の
奨
学
金
を
（
最
大
）
全
額
肩
代
わ
り
」

と
銘
打
っ
た
支
援
制
度
を
開
始
。
市
の
負
担
分
へ
の
助
成
と

企
業
が
社
員
に
代
わ
っ
て
日
本
学
生
支
援
機
構
に
直
接
奨
学

金
を
返
還
で
き
る
こ
の
制
度
を
活
用
、
周
知
す
べ
き
で
は
。

答　

国
の
制
度
を
活
用
し
て
奨
学
金
返
還
支
援
に
特
別
交
付

税
の
活
用
を
考
え
て
お
り
、
地
域
で
働
く
若
者
へ
の
支
援
を

図
る
。
ま
た
、
代
理
返
還
制
度
は
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す

奨
学
金
を
返
還
し
て
い
る
方
に
対
し
て
、
企
業
が
そ
の
一
部

又
は
全
額
を
支
援
で
き
る
制
度
で
あ
る
。
企
業
、
従
業
員
の

双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
た
め
、
地
元
企
業
に
制
度
の
周
知

と
導
入
を
働
き
か
け
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
北
高
跡
地
の
利
活
用

全
て
の
高
校
生
世
代
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

質　

現
在
、
医
療
費
の
助
成
に
つ
い
て
は
、
18
歳
の
年
度
末

ま
で
、
市
民
税
所
得
割
非
課
税
世
帯
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
を
全
て
の
高
校
生
世
代
ま
で
助
成
を
拡
大
で
き
な
い

か
。

答　

平
成
31
年
４
月
か
ら
、
市
民
税
所
得
割
の
非
課
税
世
帯

を
対
象
に
高
校
生
世
代
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
を
実
施
し
て

い
る
。
子
供
の
福
祉
医
療
費
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、
国
の
制

度
と
し
て
子
育
て
支
援
策
全
体
の
中
で
検
討
す
べ
き
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
、
全
て
の
高
校
生
世
代
ま
で
福
祉
医

療
費
を
拡
充
す
る
こ
と
は
、
考
え
て
い
な
い
。

洋
上
風
力
発
電
の
打
設
騒
音
に
対
す
る
市
の
考
え

質　

洋
上
風
力
発
電
の
基
礎
杭
打
設
工
事
が
開
始
さ
れ
た

が
、
市
民
か
ら
打
設
騒
音
に
対
し
て
苦
情
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
今
回
の
打
設
騒
音
に
対
す
る
、
市
の
対
応
と
今
後

の
対
策
は
。

答　

打
設
音
に
関
し
、
市
民
か
ら
市
へ
12
件
の
問
い
合
わ
せ

等
が
寄
せ
ら
れ
、
い
ず
れ
も
事
業
者
に
対
し
、
問
合
せ
の
内

容
等
を
伝
え
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
意
見
を
基
に
、
今
後
行
わ
れ
る
工
事
に
際
し
て
は
、
事
前

周
知
や
、
早
朝
等
の
工
事
実
施
を
控
え
る
な
ど
、
港
湾
管
理

者
で
あ
る
県
や
事
業
者
と
意
見
交
換
を
行
い
、
市
民
へ
の
影

響
が
低
減
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
米
価
の
下
落
対
策

○
移
動
期
日
前
投
票
所
を
導
入
す
べ
き
で
は

○
大
型
陸
上
風
力
発
電
事
業
計
画
は
断
念
す
べ
き
で
は

畠　

貞 

一 

郎
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政
・
公
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党

大
河
の
会

渡 

辺　

優 

子

改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
市
民
の
声
、

シ
リ
ウ
ス
、
日
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共
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党
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